
 

 

 

10
月
3
日
（
火
）
、
全
国
貨
物
協
議
会
は
新
橋
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
38
回
定
期

全
国
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
「
5
類
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
い
ま
だ
収
束
し
て
い
な

い
中
で
、
エ
リ
ア
代
表
は
じ
め
、
委
員
の
出
席
の
も
と
一
年
間
の
闘
い
の
総
括
、
「
賃
金

抑
制
反
対
」
を
は
じ
め
、「
安
全
・
安
心
な
職
場
環
境
の
確
立
」
、
「
安
全
輸
送
の
確
立
」、

「
労
働
条
件
改
善
」、「
組
織
強
化
・
拡
大
」、「
鉄
道
貨
物
政
策
の
実
現
」、「
平
和
と
民
主

主
義
擁
護
の
発
展
」
な
ど
、
全
国
の
闘
い
を
教
訓
に
、
向
こ
う
一
年
間
の
闘
う
方
針
を
確

立
し
ま
し
た
。 

委
員
会
は
、
工
藤
副
議
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
委
員
会
議
長
に
関
東
の
古
賀

委
員
を
選
出
し
、
委
員
会
次
第
に
基
づ
き
議
事
進
行
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
委
員
会
開
催

に
当
た
り
、
因
泥
議
長
か
ら
全
国
貨
物
協
議
会
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
国
労
本
部
か
ら
木
村
副
委
員
長
、
辻
執
行
委
員
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
、
代

表
し
て
木
村
副
委
員
長
か
ら
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
2022
年
度
経
過
報
告
、
2023
年

度
活
動
方
針
（
案
）
を
一
括
し
て
提
起
し
、
13
名
の
委
員
か
ら
発
言
を
受
け
、
活
発
な
討

論
を
行
い
、
2023
年
度
の
活
動
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。 

 因
泥
議
長
挨
拶
（
要
旨
） 

今
年
も
異
常
な
気
候
や
、
相
次
ぐ
台
風
な
ど
自
然
災
害
の
影
響
を
受
け
、
過
去
の
自
然

災
害
か
ら
の
復
興
か
ら
立
ち
直
り
も
む
な
し
く
再
び
被
災
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
住
民
の
苦

悩
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
被
災
を
さ
れ
た
、
組
合
員
、
家
族
、
ご
親
戚
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

貨
物
協
議
会
を
代
表
し
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
一
の
課
題
、
政
治
を
め
ぐ
る
情
勢 

岸
田
政
権
が
誕
生
し
て
2
年
が
経
過
し
ま
す
。「
軍
拡
財
源
法
」、「
軍
需
産
業
支
援
法
」、

「
原
発
推
進
5
法
」、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
改
悪
」、「
入
管
法
改
悪
」
な
ど
、
悪
法
が
次
々

と
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
資
本
主
義
を
掲
げ
、
国
民
へ
の
「
聞
く
力
」
と
の
公
約
を

よ
そ
に
、
国
民
の
政
治
不
信
を
招
き
、
内
閣
支
持
率
の
下
落
低
迷
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

新
自
由
主
義
政
策
か
ら
の
転
換
、
経
済
闘
争
、
政
治
闘
争
の
強
化
、
喫
緊
に
迫
る
地
球

環
境
問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
、
平
和
と
民
主
主
義
、
憲
法
を
守

る
闘
い
に
、
国
労
の
歴
史
と
綱
領
を
踏
ま
え
、
決
起
す
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。 



 

【
委
員
発
言
（
要
旨
）】 

⚫
 

北
海
道
札
幌
（
千
葉
委
員
） 

若
年
社
員
が
退
職
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
再
雇
用
者
に
頼
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。 

⚫
 

東
北
仙
台
（
天
野
委
員
） 

郡
山
車
両
所
廃
止
に
よ
り
、
郡
山
総

鉄
に
統
合
さ
れ
た
が
、
40
代
の
中
堅

社
員
が
退
職
し
て
い
る
。 

⚫
 

東
北
秋
田
（
高
橋
委
員
） 

慢
性
的
な
要
員
不
足
で
あ
り
、
新
採

者
数
を
増
や
す
な
ど
大
胆
な
採
用
が

必
要
で
あ
る
。
ロ
ジ
の
問
題
で
は
、

要
員
不
足
に
よ
る
超
勤
が
生
活
給
と

な
っ
て
い
る
。
人
事
制
度
に
よ
り
格

差
が
出
て
い
る
中
で
差
別
を
許
さ
な

い
国
労
ら
し
さ
を
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

⚫
 

関
東
東
京
（
松
本
委
員
） 

パ
ワ
ハ
ラ
の
問
題
と
し
て
、
管
理
者

の
暴
言
な
ど
差
別
的
嫌
が
ら
せ
が
行

わ
れ
て
い
る
。 

⚫
 

関
東
東
京
（
木
村
委
員
） 

人
事
制
度
に
つ
い
て
、
評
価
の
基
準

が
不
明
で
あ
る
。
C＆C
の
取
り
組
み
が

超
過
勤
務
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
36

条
と
の
か
か
わ
り
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
組
織
人
員
が
減
少
傾

向
に
あ
る
中
で
、
次
世
代
を
育
成
す

る
た
め
に
も
学
習
す
る
場
を
作
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。 

⚫
 

関
東
東
京
（
貫
井
委
員
） 

組
織
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で

国
労
と
し
て
仕
事
を
し
っ
か
り
し
て

任
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

る
。 

第
二
の
課
題
、
安
全
安
定
輸
送
の
確
保
、
労
働
条
件
改
善
の
闘
い 

貨
物
会
社
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
「
国
鉄
債
務
処
理
法
」
の
改
正
に
よ
る
支
援
策
が
10
年
延
長
さ
れ

る
下
で
、「
中
期
経
営
計
画
2023
」
を
踏
ま
え
た
「
JR
貨
物
グ
ル
ー
プ
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
2030
」
を
策
定
し
、

国
鉄
債
務
処
理
法
の
改
正
に
伴
う
支
援
策
を
活
か
し
、
国
と
の
約
束
で
も
あ
る
完
全
民
営
化
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。
貨
物
会
社
は
、
経
営
課
題
を
達
成
さ
せ
る
た
め
、
18
年
間
も
ベ
ア
ゼ
ロ
、
低
額

な
期
末
手
当
を
繰
り
返
す
な
ど
利
益
を
最
優
先
と
す
る
経
営
姿
勢
を
強
行
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間

の
「
ベ
ア
」
、
「
賃
金
改
善
措
置
」
は
、
地
方
・
職
場
の
闘
い
の
成
果
で
す
が
、
そ
の
額
は
要
求
と
大

き
く
乖
離
し
て
お
り
、
物
価
高
騰
で
苦
し
む
社
員
の
生
活
改
善
に
程
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
率
に
よ
る
回
答
は
社
員
間
に
格
差
を
生
む
も
の
で
あ
り
、
格
差
是
正
、
大
幅
な
賃
上
げ
を
求

め
る
闘
い
は
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

第
三
の
課
題
、
組
織
・
強
化
拡
大 

要
求
実
現
に
向
け
て
、
組
織
の
強
化
拡
大
が
喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
は
全
体
の
共
通
し

た
認
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。
2023
年
春
闘
署
名
は
、
対
話
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
か
ら
、
昨
年
の
1050

筆
を
上
回
る
1092
筆
を
集
約
し
た
こ
と
は
、
職
場
の
不
満
は
増
大
し
て
お
り
、
国
労
の
要
求
が
他
労
組

組
合
員
の
要
求
と
し
て
、
他
労
組
組
合
員
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
国

労
が
組
織
拡
大
に
打
っ
て
出
る
条
件
は
整
っ
て
お
り
、
一
人
一
人
が
国
労
加
入
の
呼
び
か
け
を
ど
こ

ま
で
や
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
組
織
拡
大
は
、
最
大
の
要
求
闘
争
で
あ
る
こ

と
を
、
再
度
全
体
で
認
識
し
な
が
ら
、
取
り
組
み
の
強
化
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

10
月
13
日
に
は
、
2023
年
度
年
末
手
当
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
「
基
準
内
賃
金
の
3.0
カ
月
分
の
支

払
い
」
を
貨
物
会
社
に
申
し
入
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
や
自
然
災
害
の
増
加
に
よ
る
計
画
と
の
収
入
乖

離
や
先
行
き
不
透
明
を
理
由
に
2023
年
度
年
末
手
当
も
厳
し
さ
を
強
調
し
て
く
る
こ
と
は
容
易
に
想

定
さ
れ
、
改
め
て
、
協
約
の
目
的
で
あ
る
第
一
条
を
改
正
し
て
き
た
意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
物
価
高
騰
が
一
層
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
生
活
防
衛
に
向
け
一
歩
も
譲
る
こ
と
は
で
き
な
い

重
要
な
闘
い
と
し
て
、
更
な
る
職
場
か
ら
の
奮
闘
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

今
、
定
期
委
員
会
は
、
職
場
を
基
礎
に
労
働
条
件
の
改
善
を
図
る
中
か
ら
、
組
織
の
強
化
拡
大
を

確
実
に
前
進
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
闘
い
の
到
達
点
を
踏
ま
え
た
、
更
な
る
運
動
の
構
築
を
目
指
し
、

国
労
運
動
の
強
化
は
無
論
、
貨
物
協
議
会
の
更
な
る
前
進
に
向
け
た
委
員
会
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
総
団
結
、
総
決
起
を
図
る
、
建
設
的
な
討
論
を
要
請
し
ま
し
て
、
委
員
会
開

催
に
当
た
っ
て
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

⚫
 

関
東
新
潟
（
長
谷
川
委
員
） 

新
採
8
名
中
1
名
退
職
2
名
休
職

と
な
っ
て
い
る
職
場
が
あ
る
。 

⚫
 

関
東
高
崎
（
寺
嶌
委
員
） 

要
員
不
足
の
中
で
特
休
買
い
上
げ
が

生
じ
て
い
る
。
組
織
問
題
は
、
パ
ン
フ

配
布
と
対
話
に
力
を
入
れ
取
り
組
み

た
い
。 

⚫
 

関
東
長
野
（
井
口
委
員
） 

貨
物
会
社
の
要
員
不
足
で
あ
り
、
労
働

強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ロ
ジ
会
社

で
は
、
多
能
化
と
し
て
お
り
、
要
員
不

足
の
影
響
は
大
き
い
。 

⚫
 

東
海
静
岡
（
芹
沢
委
員
） 

コ
ロ
ナ
に
よ
り
運
動
が
低
迷
し
て
い

た
が
、
集
会
、
学
習
会
を
開
催
し
て
い

き
た
い
。 

⚫
 

関
西
北
陸
（
高
橋
委
員
） 

新
幹
線
開
通
に
よ
り
ロ
ー
カ
ル
線
地

方
交
通
が
放
り
投
げ
ら
れ
て
お
り
、
国

交
省
へ
地
域
ロ
ー
カ
ル
に
つ
い
て
申

し
入
れ
を
お
願
い
し
た
い
。 

⚫
 

関
西
近
畿
（
荻
田
委
員
） 

近
畿
で
2
名
が
職
場
改
善
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
姿
を
み
て
国
労
加
入

し
た
。
組
合
員
不
在
の
職
場
含
め
職
場

オ
ル
グ
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
拡
大

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

⚫
 

関
西
広
島
（
長
尾
委
員
） 

主
幹
車
両
所
の
集
約
、
業
務
縮
小
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。 

 


